
 

 

○本年 4 月 1 日より、青森市営バスの情報が「Google マップ」の経路検索サービスで 

実装開始。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インバウンド対策としても効果的 

 ほぼ世界中の言語に対応しているため、訪日外国人の移動の円滑化が図られる。 

 

○オープンデータを市交通部が作成 

  本年 2 月に市交通部が自前で、国土交通省が推奨する「標準的なバス情報フォーマッ

ト」に対応したデータ作成に成功。 

  バス事業者が、運賃情報を含む「標準的なバス情報フォーマット」を自前で作成した事

は先駆的な取組として業界が注目。公共交通分野のオープンデータ化に関する先進事例を

紹介するフォーラムにも「青森市営バス」が発表者として参加。 

 

○オープンデータ化により、さらなる活用が期待 

 ・データをオープン化することにより、大学・IT 事業者・個人など、誰でもダウンロー

ドでき、携帯アプリや地図データなど様々な分野での二次利用が可能。 

   例）ベンチャー企業による地元交通情報アプリの開発 など 

 

 ・「標準的なバス情報フォーマット」データに統一することにより、コンテンツプロバ

イダー（交通検索事業者）への迅速な情報提供が可能。 

 

目的地を選び 
「ルート・乗換」をクリック 

出発地を入力 

目的地までの運行時間・ルート・バス停一覧・ 
運賃等が案内されます。 

【問合わせ】 

企業局交通部管理課 

017-726-5450 


